
木造３階建て住宅の確認申請書及び添付図書の作成例
（埼玉県版Ver.1.1）

【確認申請書添付図書作成例】

【埼玉県特定行政庁連絡協議会作成（平成２１年１２月２１日承認）】



方位を記入する。

縮尺を記入する。

木造３階建て住宅の場合、

３階居室面積が３０㎡を超えるかどうか確認

（埼玉県建築基準法施行条例第７条）

方位を記入する。

縮尺を記入する。

木造３階建て住宅の場合、

３階居室面積が３０㎡を超えるかどうか確認

（埼玉県建築基準法施行条例第７条）

方位を記入する。

縮尺を記入する。

隣地の建築物の用途を記入する。

設備図については (財)建築行政情報センターのＨＰ

（http://www.icba.or.jp/kaisei/setubizusyo/）を参考にしてください。

付近見取図に「隣地にある建築物の位置及び用途」を明示するのは、

複数建築物の用途上可分・不可分の審査を的確に行う観点からであり、

隣地の建築物の位置が分かるもの（白地図、住宅地図等と同等程度のもの）に、

隣地の建築物の用途を記載したものでよい。

木造３階建て住宅の場合、

３階居室面積が３０㎡を超えるかどうか確認

（埼玉県建築基準法施行条例第７条）

方位を記入する。

縮尺を記入する。

設計者名、押印、資格、番号を忘れずに記入する。

隣地の建築物の用途を記入する。

設備図については (財)建築行政情報センターのＨＰ

（http://www.icba.or.jp/kaisei/setubizusyo/）を参考にしてください。

付近見取図に「隣地にある建築物の位置及び用途」を明示するのは、

複数建築物の用途上可分・不可分の審査を的確に行う観点からであり、

隣地の建築物の位置が分かるもの（白地図、住宅地図等と同等程度のもの）に、

隣地の建築物の用途を記載したものでよい。

木造３階建て住宅の場合、

３階居室面積が３０㎡を超えるかどうか確認

（埼玉県建築基準法施行条例第７条）

方位を記入する。

縮尺を記入する。

設計者名、押印、資格、番号を忘れずに記入する。

隣地の建築物の用途を記入する。



法４２条１項１号道路の場合、

「国道」、「県道」、「市道」の別を記入する。

法４２条１項５号道路の場合は指定年月日、

指定番号を記入する。

接道長を道路境界線に記入する。

後退緩和距離を記入する。

令第130条の12に規定する門・

塀の有無・形状などを記入

※門・塀がない場合もその旨を記入する。

法４２条１項１号道路の場合、

「国道」、「県道」、「市道」の別を記入する。

法４２条１項５号道路の場合は指定年月日、

指定番号を記入する。

接道長を道路境界線に記入する。

後退緩和距離を記入する。

後退緩和距離を記入する。

浄化槽設置の場合、

浄化槽位置を記入する。

敷地、床面積などの求積表を記入する。
出入口の位置を記入する。

排水施設の位置及び

排水経路を記入する。

令第130条の12に規定する門・

塀の有無・形状などを記入

※門・塀がない場合もその旨を記入する。

床面積求積図の明示すべき事項である「各部分の寸法及び算式」

は各室の床面積が分かるように記載する。

法４２条１項１号道路の場合、

「国道」、「県道」、「市道」の別を記入する。

法４２条１項５号道路の場合は指定年月日、

指定番号を記入する。

接道長を道路境界線に記入する。

後退緩和距離を記入する。

建築物の最高高さ、

各部分の高さを記入する。

後退緩和距離を記入する。

浄化槽設置の場合、

浄化槽位置を記入する。

凡例も忘れずに記入する。

敷地、床面積などの求積表を記入する。

延べ面積、建築面積を記入する。

出入口の位置を記入する。

敷地の高低については

現地を確認の上記入する。

排水施設の位置及び

排水経路を記入する。

令第130条の12に規定する門・

塀の有無・形状などを記入

※門・塀がない場合もその旨を記入する。

床面積求積図の明示すべき事項である「各部分の寸法及び算式」

は各室の床面積が分かるように記載する。

敷地内に高低差がない場合は、

地盤面算定表は不要で「敷地内高低差なし」等

その旨を記入する。

法４２条１項１号道路の場合、

「国道」、「県道」、「市道」の別を記入する。

法４２条１項５号道路の場合は指定年月日、

指定番号を記入する。

延焼ラインについては、規則上

各階平面図への明示が必要であるが、

配置図への明示も望まれる。

接道長を道路境界線に記入する。

後退緩和距離を記入する。

建築物の最高高さ、

各部分の高さを記入する。

後退緩和距離を記入する。

浄化槽設置の場合、

浄化槽位置を記入する。

凡例も忘れずに記入する。

敷地、床面積などの求積表を記入する。

延べ面積、建築面積を記入する。

出入口の位置を記入する。

敷地の高低については

現地を確認の上記入する。

排水施設の位置及び

排水経路を記入する。

令第130条の12に規定する門・

塀の有無・形状などを記入

※門・塀がない場合もその旨を記入する。

設計者名、押印、資格、番号を忘れずに記入する。

床面積求積図の明示すべき事項である「各部分の寸法及び算式」

は各室の床面積が分かるように記載する。

敷地内に高低差がない場合は、

地盤面算定表は不要で「敷地内高低差なし」等

その旨を記入する。

法４２条１項１号道路の場合、

「国道」、「県道」、「市道」の別を記入する。

法４２条１項５号道路の場合は指定年月日、

指定番号を記入する。

延焼ラインについては、規則上

各階平面図への明示が必要であるが、

配置図への明示も望まれる。

接道長を道路境界線に記入する。

後退緩和距離を記入する。

建築物の最高高さ、

各部分の高さを記入する。

後退緩和距離を記入する。

浄化槽設置の場合、

浄化槽位置を記入する。

凡例も忘れずに記入する。

敷地、床面積などの求積表を記入する。

延べ面積、建築面積を記入する。

出入口の位置を記入する。

敷地の高低については

現地を確認の上記入する。

排水施設の位置及び

排水経路を記入する。

令第130条の12に規定する門・

塀の有無・形状などを記入

※門・塀がない場合もその旨を記入する。

設計者名、押印、資格、番号を忘れずに記入する。



防災機器を設置する室については、

所管の消防署に確認が必要である。

使用建築材料の個々の商品名、ＪＩＳの認定証又は

ＪＡＳの認定の別を特定する必要はないが、国土交通大臣の

認定を受けた建築材料を使用する場合には、原則として、当該認定

に係る認定書の写しを添付する。

なお、申請時に認定書の写しを添付せずに、認定材料を使用した場合

には、完了検査申請時等に認定書の写しの提出が必要となる。

階数が２以上の住宅の場合は

防災機器を設置する室については、

所管の消防署に確認が必要である。

使用建築材料の個々の商品名、ＪＩＳの認定証又は

ＪＡＳの認定の別を特定する必要はないが、国土交通大臣の

認定を受けた建築材料を使用する場合には、原則として、当該認定

に係る認定書の写しを添付する。

なお、申請時に認定書の写しを添付せずに、認定材料を使用した場合

には、完了検査申請時等に認定書の写しの提出が必要となる。

シックハウスの対応事項について記入する。

各室の気積を記入する。

階数が２以上の住宅の場合は、

最上階以外の階の火気使用室の内装は、

不燃若しくは準不燃材料とする必要がある。

防災機器を設置する室については、

所管の消防署に確認が必要である。

使用建築材料の個々の商品名、ＪＩＳの認定証又は

ＪＡＳの認定の別を特定する必要はないが、国土交通大臣の

認定を受けた建築材料を使用する場合には、原則として、当該認定

に係る認定書の写しを添付する。

なお、申請時に認定書の写しを添付せずに、認定材料を使用した場合

には、完了検査申請時等に認定書の写しの提出が必要となる。

シックハウスの対応事項について記入する。

換気機の能力を記入する。

各室の気積を記入する。

外部仕上げを記入する。

階数が２以上の住宅の場合は、

最上階以外の階の火気使用室の内装は、

不燃若しくは準不燃材料とする必要がある。

防災機器を設置する室については、

所管の消防署に確認が必要である。

設計者名、押印、資格、番号を忘れずに記入する。

使用建築材料の個々の商品名、ＪＩＳの認定証又は

ＪＡＳの認定の別を特定する必要はないが、国土交通大臣の

認定を受けた建築材料を使用する場合には、原則として、当該認定

に係る認定書の写しを添付する。

なお、申請時に認定書の写しを添付せずに、認定材料を使用した場合

には、完了検査申請時等に認定書の写しの提出が必要となる。

シックハウスの対応事項について記入する。

換気機の能力を記入する。

各室の気積を記入する。

外部仕上げを記入する。

階数が２以上の住宅の場合は、

最上階以外の階の火気使用室の内装は、

不燃若しくは準不燃材料とする必要がある。

防災機器を設置する室については、

所管の消防署に確認が必要である。

設計者名、押印、資格、番号を忘れずに記入する。



換気経路にはアンダーカット、

延焼ライン位置を記入する。

断面の位置を記入する。

火器使用室と他の室を

内装制限上分ける場合は、

たれ壁などを設置し区画する。

なお、たれ壁は不燃材料とする。

筋かい、構造用合板の位置を記入する。

通し柱の位置を記入する。

階段の手すりを記入する。

火災報知器を設置する室には

位置と種類を記入する。

※設置場所については所管の

消防署に確認する。

換気経路にはアンダ カット、

ガラリなどの表記を記入する。

凡例を忘れず記入する

室の名称とＦＬレベルを記入する。

避難階以外の階は

非常用進入口又

は代替進入口の

位置、有効寸法を

記入

凡例を忘れず記入する。 避難階以外の階は、

直通階段への

歩行距離を記入する。 バルコニーの出寸法

を記入する。

「採光」、「換気」、「排煙」の

計算は別葉でも可である。

木造３階建住宅の場合、

３階居室面積が３０㎡を超えるかどうか確認

（埼玉県建築基準法施行条例第７条）

バルコニーの出寸法

を記入する。

避難階以外の階は、

直通階段への

歩行距離を記入

設計者名、押印、資格、番号を忘れずに記入する。

（埼玉県建築基準法施行条例第７条）



屋根勾配を記入する。

隣地境界線位置を記入

する。

各部分の高さを記入する。

換気口の位置を記入する。

後退距離を記入する。

後退距離は軒先（樋含む）の位置とする。

屋根勾配を記入する。

隣地境界線位置を記入

する。

各部分の高さを記入する。

代替進入口の位置、

有効寸法を記入する。

換気口の位置を記入する。

道路幅員を記入する。

後退距離を記入する。

後退距離は軒先（樋含む）の位置とする。

屋根勾配を記入する。

排煙計算上有効となる

開口部の高さを記入する。

屋根、軒裏、外壁の使用材料

及びその商品名、品番など。

隣地境界線位置を記入

する。

各部分の高さを記入する。

代替進入口の位置、

有効寸法を記入する。

塀の位置、高さを記入する。

室名、天井高を記入する。

後退距離を記入する。

換気口の位置を記入する。

道路幅員を記入する。

平均地盤面の高さを記入

する

軒の出の寸法を記入する。

後退距離を記入する。

後退距離は軒先（樋含む）の位置とする。

採光計算に必要となる

ｈ、ｄの寸法を記入する。

「道路斜線」、「北側斜線」の検討は

各階の軒先(樋含み）について検討す

る。

屋根勾配を記入する。

排煙計算上有効となる

開口部の高さを記入する。

バルコニーの高さ等を記入

バルコニーの出寸法は先端

からの寸法を記入する。

屋根、軒裏、外壁の使用材料

及びその商品名、品番など。

道路斜線は道路中心の高さから検討する。

隣地境界線位置を記入

する。

各部分の高さを記入する。

代替進入口の位置、

有効寸法を記入する。

塀の位置、高さを記入する。

室名、天井高を記入する。

後退距離を記入する。

換気口の位置を記入する。

道路幅員を記入する。

平均地盤面の高さを記入

する。

軒の出の寸法を記入する。

後退距離を記入する。

後退距離は軒先（樋含む）の位置とする。

採光計算に必要となる

ｈ、ｄの寸法を記入する。

外壁及び屋根の構造を記入する。

※別途構造詳細図の添付も可

設計者名、押印、資格、番号を忘れずに記入する。

道路斜線を検討する高さは、

道路中心の高さからの高さを記入する。

「道路斜線」、「北側斜線」の検討は

各階の軒先(樋含み）について検討す

る。

屋根勾配を記入する。

排煙計算上有効となる

開口部の高さを記入する。

バルコニーの高さ等を記入

バルコニーの出寸法は先端

からの寸法を記入する。

屋根、軒裏、外壁の使用材料

及びその商品名、品番など。

道路斜線は道路中心の高さから検討する。

隣地境界線位置を記入

する。

各部分の高さを記入する。

代替進入口の位置、

有効寸法を記入する。

塀の位置、高さを記入する。

室名、天井高を記入する。

後退距離を記入する。

換気口の位置を記入する。

道路幅員を記入する。

平均地盤面の高さを記入

する。

軒の出の寸法を記入する。

後退距離を記入する。

後退距離は軒先（樋含む）の位置とする。

採光計算に必要となる

ｈ、ｄの寸法を記入する。

外壁及び屋根の構造を記入する。

※別途構造詳細図の添付も可

設計者名、押印、資格、番号を忘れずに記入する。

道路斜線を検討する高さは、

道路中心の高さからの高さを記入する。


	00木３モデル（表紙）
	００表紙

	01木３モデル（見取図）
	０１見取図

	02木３モデル（配置図）
	０２配置図

	03木３モデル（仕上げ表）
	０３仕上表

	04木３モデル（平面図）
	０４平面図

	05木３モデル（立・断面）
	０５立・断面


